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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第93期

第２四半期
連結累計期間

第94期
第２四半期
連結累計期間

第93期

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年９月30日

自　2023年４月１日
至　2023年９月30日

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

営業収入 (百万円) 10,371 7,631 19,855

経常利益 (百万円) 353 209 619

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
(百万円) 246 221 518

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 243 452 528

純資産額 (百万円) 3,395 4,062 3,680

総資産額 (百万円) 11,258 10,390 10,425

１株当たり四半期（当期）純利

益
(円) 168.11 151.10 353.95

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
(円) － － －

自己資本比率 (％) 30.2 39.1 35.3

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
(百万円) 229 △66 985

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
(百万円) △26 157 147

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
(百万円) 405 △235 △558

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
(百万円) 1,393 1,212 1,357

 

回次
第93期

第２四半期
連結会計期間

第94期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2022年７月１日
至　2022年９月30日

自　2023年７月１日
至　2023年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 103.59 87.08

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

EDINET提出書類

トレーディア株式会社(E04346)

四半期報告書

 2/22



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、社会経済活動の正常化を反映し、インバウンドの復調、外食

や旅行などのサービス消費の高まりが見られる等、緩やかな回復基調が続きました。その一方で、円安の影響によ

る物価高騰や、ウクライナ情勢の長期化、中国経済の減速、各国の金融引き締めによる外需の低迷により、先行き

不透明な状況が継続すると考えられます。

　当社グループを取り巻く環境としては、外需低迷や物価高騰による消費者の節約志向等の影響により、取扱量は

低調な推移となりました。また、国際物流を担うコンテナ船による海上輸送においては、昨年の秋口以降の需給の

緩みから、運賃が大きく下落しております。

　当社グループはこのような状況下におきまして、顧客ニーズに柔軟に対応した積極的な営業展開に努めてまいり

ましたが、総取扱量は前年同期比5.9％減少し、国際部門の運賃の大幅な下落もあり、営業収入は前年同期比

26.4％減の76億31百万円余（対前年同期27億39百万円余減）、営業総利益は前年同期比22.2％減の４億68百万円余

（対前年同期１億33百万円余減）となりました。営業損益は、前年同期比61.1％減の85百万円余の利益（対前年同

期１億34百万円余減）、経常損益は、持分法による投資利益が減少したことなどにより前年同期比40.8％減の２億

９百万円余の利益（対前年同期１億44百万円余減）となりましたが、特別利益として投資有価証券売却益１億９百

万円余を計上したため、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比10.0％減の２億21百万円余（対前年同

期24百万円余減）となりました。

 

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 

①　輸出部門

　輸出部門におきましては、雑貨の取扱いが増加し、化学工業品と機械機器製品の減少幅に改善が見られたた

め、取扱量は前年同期比で微増となりました。しかしながら、自社倉庫での取扱量や取扱件数が前年同期比で減

少したため、収益性が悪化し、輸出部門の営業収入は前年同期比6.1％減の12億51百万円余（対前年同期81百万

円余減）、セグメント損失46百万円余（前年同期はセグメント損失30百万円余）の計上となりました。

 

②　輸入部門

　輸入部門におきましては、機械製品、繊維製品の取扱いが増加し、雑貨の減少幅に改善が見られたものの、取

扱量は前年同期比3.7％減少となりました。取扱件数は前年同期比で微増となりましたが、取扱量の減少を補う

に至らず、輸入部門の営業収入は前年同期比2.3％減の25億22百万円余（対前年同期58百万円余減）、セグメン

ト損失27百万円余（前年同期はセグメント損失１百万円余）の計上となりました。

 

③　国際部門

　国際部門におきましては、運賃水準が前年同期比で大幅に下がっていることや、取扱量が前年同期比12.4％減

となったことから、営業収入は減収となりました。輸出においては、航空便案件や設備案件の減少、北米市場の

在庫調整に伴う三国間輸送が低調であったこと、輸入においては、航空便案件の減少、在庫調整による取扱量の

減少が減収要因となりました。その結果、営業収入は前年同期比40.8％減の37億70百万円余（対前年同期25億97

百万円余減）、セグメント利益は前年同期比41.2％減の１億29百万円余（対前年同期90百万円余減）の計上とな

りました。

 

④　倉庫部門

　倉庫部門におきましては、営業収入は前年同期比9.3％減の27百万円余となりました（対前年同期２百万円余

減）。セグメント利益は前年同期比11.6％減の24百万円余（対前年同期３百万円余減）の計上となりました。
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⑤　その他

　船内荷役等の営業収入は前年同期比0.7％増の61百万円余となり、セグメント利益は前年同期比48.9％増の５

百万円余の計上となりました。

 

（注）　上記のセグメントの営業収入には、セグメント間の内部営業収入１百万円余を含んでおります。

 

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ35百万円余減少し、103億90百万円余となり

ました。流動資産は２億65百万円余減の42億41百万円余、固定資産は２億30百万円余増の61億49百万円余でありま

す。流動資産減少の主な要因は、現金及び預金、受取手形、売掛金及び契約資産の減少等によるものであります。

固定資産増加の主な要因は、投資有価証券の増加等によるものであります。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ３億49百万円余減少し、42億41百万円余となりました。固定負債は、前連

結会計年度末に比べ、68百万円余減少し20億86百万円余となりました。流動負債減少の主な要因は、未払法人税

等、支払手形及び営業未払金、短期借入金の減少等によるものであります。固定負債減少の主な要因は、繰延税金

負債は増加しましたが、長期借入金、役員退職慰労引当金、リース債務の減少等によるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ３億82百万円余増加し、40億62百万円余となりました。これは、その他有価

証券評価差額金、利益剰余金の増加等によるものであります。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、12億12百万

円余となり、前連結会計年度末より１億45百万円余の減少となりました。各キャッシュ・フローの状況と要因は次

のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金は、66百万円余の支出（前年同四半期は２億29百万円余

の獲得）となっております。これは、税金等調整前四半期純利益３億18百万円余、営業債権の減少１億73百万円余

ありますが、法人税等の支払額１億92百万円余、前受金の減少１億23百万円余、投資有価証券売却益１億９百万円

余、営業債務の減少86百万円余によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金は、１億57百万円余の獲得（前年同四半期は26百万円余

支出）となっております。これは、主に投資有価証券の売却による収入１億53百万円余によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金は、２億35百万円余の支出（前年同四半期は４億５百万

円余の獲得）となっております。これは、主に短期借入金の純減額55百万円余、長期借入金の返済による支出83百

万円余、配当金の支払額73百万円余によるものであります。

 

(3）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

(4）従業員数

　当第２四半期連結累計期間において著しい増減はありません。

 

(5）生産、受注及び販売の実績

　当社グループは、生産、受注及び販売を行う事業を行なっておりませんので、記載を省略しております。

 

(6）主要な設備

　新設、休止、大規模模改修、除却、売却等について、当第２四半期連結累計期間において、重要な変動はありま

せん。
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(7）経営成績に重要な影響を与える要因

　当社グループの主要な事業である港湾運送における貨物量は、景気の変動はもとより、業者間の価格競争や、生

産及び在庫調整等、顧客の物流政策の変更による影響を受けます。また、海外地域における貿易に関する法的規制

や、産業構造の変化及び物流形態の変革等によって増減する可能性があります。

　当第２四半期連結累計期間は、国際部門において、運賃が下落した影響や取扱量の減少により大幅な減収とな

り、第１四半期にあった費用抑制の効果も薄れ、セグメント利益は減少しました。輸出部門・輸入部門において一

部品目に回復の兆しはあるものの、前年同期比で取扱量が低調であったために自社倉庫での取扱量も少なく、収益

性が悪化しセグメント損失となっております。

　当社グループの経営成績は国内外の経済情勢等の外的要因に左右されます。当社グループといたしましては、現

状を踏まえ、景気の動向や経営環境の変化に柔軟に対応し、低調な輸出・輸入部門を中心に収益の改善に努めてま

いります。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,400,000

計 5,400,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（2023年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 1,470,000 1,470,000
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数は100株

であります。

計 1,470,000 1,470,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2023年９月30日 － 1,470 － 735,000 － 170,427
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（５）【大株主の状況】

  2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（百株）

発行済株式
（自己株式を
除く。）の
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

トランコム株式会社 名古屋市東区葵１丁目19-30 1,422 9.7

トレーディア株式会社社員持株会 神戸市中央区海岸通１丁目2-22 918 6.3

株式会社みなと銀行 神戸市中央区三宮町２丁目1-1 727 5.0

大豊運輸倉庫株式会社 大阪府貝塚市二色北町1-3 700 4.8

日本郵船株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目3-2 687 4.7

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

（常任代理人：日本マスタートラスト

信託銀行株式会社）

東京都千代田区丸の内１丁目4-5

（東京都港区浜松町２丁目11-3）
667 4.5

日本製麻株式会社 富山県砺波市下中3-3 569 3.9

丸正株式会社 大阪府貝塚市二色北町１－３ 500 3.4

垂水　邦明 堺市東区 269 1.8

株式会社シンワ・アクティブ 大阪府摂津市鳥飼中２丁目８番地２９号 250 1.7

計 6,710 45.8
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2023年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 3,700

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,462,600 14,626 －

単元未満株式 普通株式 3,700 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  1,470,000 － －

総株主の議決権  － 14,626 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が100株（議決権

１個）含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式61株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2023年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

（自己保有株式）

トレーディア株式会社
神戸市中央区海岸通1-2-22 3,700 － 3,700 0.3

計 － 3,700 － 3,700 0.3

 

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から2023

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、協立神明監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,357,891 1,212,426

受取手形、売掛金及び契約資産 ※２ 1,821,771 ※２ 1,648,856

立替金 1,198,044 1,283,016

その他 133,110 100,229

貸倒引当金 △3,406 △3,001

流動資産合計 4,507,410 4,241,526

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,055,160 1,062,228

機械装置及び運搬具（純額） 27,802 22,245

工具、器具及び備品（純額） 4,507 4,169

土地 1,781,656 1,781,656

リース資産（純額） 85,114 67,401

有形固定資産合計 2,954,241 2,937,700

無形固定資産   

借地権 34,560 34,560

その他 61,539 62,947

無形固定資産合計 96,099 97,507

投資その他の資産   

投資有価証券 1,458,488 1,746,606

差入保証金 774,388 774,816

その他 639,758 596,738

貸倒引当金 △4,435 △4,265

投資その他の資産合計 2,868,199 3,113,895

固定資産合計 5,918,541 6,149,103

資産合計 10,425,952 10,390,630
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 1,283,998 1,197,148

短期借入金 2,321,139 2,266,236

リース債務 44,885 40,954

未払法人税等 205,470 104,800

賞与引当金 300,618 298,566

その他 434,384 333,370

流動負債合計 4,590,496 4,241,076

固定負債   

長期借入金 1,828,210 1,745,043

リース債務 91,300 70,823

繰延税金負債 78,715 177,458

役員退職慰労引当金 97,882 61,467

退職給付に係る負債 46,507 19,390

その他 12,650 12,650

固定負債合計 2,155,267 2,086,833

負債合計 6,745,763 6,327,910

純資産の部   

株主資本   

資本金 735,000 735,000

資本剰余金 170,427 169,380

利益剰余金 2,453,115 2,601,260

自己株式 △11,646 △6,894

株主資本合計 3,346,895 3,498,745

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 401,412 624,234

為替換算調整勘定 20,084 26,820

退職給付に係る調整累計額 △88,203 △87,080

その他の包括利益累計額合計 333,292 563,974

純資産合計 3,680,188 4,062,719

負債純資産合計 10,425,952 10,390,630
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

営業収入 10,371,528 7,631,988

営業費用 9,768,880 7,163,207

営業総利益 602,647 468,780

一般管理費 ※１ 382,049 ※１ 382,928

営業利益 220,598 85,852

営業外収益   

受取利息及び配当金 92,427 119,385

持分法による投資利益 19,464 2,861

その他 53,549 41,658

営業外収益合計 165,441 163,904

営業外費用   

支払利息 31,411 27,919

その他 1,576 12,828

営業外費用合計 32,987 40,748

経常利益 353,052 209,008

特別利益   

固定資産売却益 29 119

投資有価証券売却益 － 109,515

特別利益合計 29 109,635

特別損失   

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 353,082 318,644

法人税等 106,940 97,182

四半期純利益 246,142 221,462

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 246,142 221,462
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

四半期純利益 246,142 221,462

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △11,815 222,822

退職給付に係る調整額 △6,892 1,123

持分法適用会社に対する持分相当額 16,093 6,735

その他の包括利益合計 △2,615 230,681

四半期包括利益 243,526 452,143

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 243,526 452,143

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 353,082 318,644

減価償却費 80,836 75,071

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △30,528 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △25,498

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,981 △573

受取利息及び受取配当金 △92,427 △119,385

支払利息 31,411 27,919

持分法による投資損益（△は益） △19,464 △2,861

有形固定資産除売却損益（△は益） △29 △119

その他の損益（△は益） △2,015 △4,756

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,025 △2,052

投資有価証券売却損益（△は益） － △109,515

営業債権の増減額（△は増加） △241,722 173,084

立替金の増減額（△は増加） △263,000 △84,972

その他の資産の増減額（△は増加） △9,319 33,891

営業債務の増減額（△は減少） 112,312 △86,849

前受金の増減額（△は減少） 328,246 △123,768

その他の負債の増減額（△は減少） △11,048 △45,429

小計 243,338 22,829

利息及び配当金の受取額 92,427 127,009

利息の支払額 △28,468 △23,749

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △77,724 △192,994

営業活動によるキャッシュ・フロー 229,572 △66,906

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △32,962 △25,293

有形固定資産の売却による収入 30 120

無形固定資産の取得による支出 － △8,448

投資有価証券の取得による支出 △2,388 △2,469

投資有価証券の売却による収入 － 153,708

貸付金の回収による収入 6,600 6,600

その他の収入 16,017 43,354

その他の支出 △13,383 △10,188

投資活動によるキャッシュ・フロー △26,086 157,382

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 590,000 △55,000

長期借入金の返済による支出 △83,069 △83,069

配当金の支払額 △73,317 △73,317

その他の支出 △27,738 △24,554

財務活動によるキャッシュ・フロー 405,874 △235,941

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 609,360 △145,465

現金及び現金同等物の期首残高 784,056 1,357,891

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 1,393,417 ※１ 1,212,426
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

税金費用の計算

　税金費用につきましては、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

また、見積実効税率を使用できない場合は、税金等調整前四半期純利益に一時差異に該当しない重要な差異を加減した

上で、法定実効税率を乗じて計算しております。

 

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　偶発債務

　連結会社以外の会社の金融機関からの借入金に対して、次の通り債務保証を行っております。

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2023年９月30日）

神戸港島港運協同組合 18,180千円 神戸港島港運協同組合 12,060千円

（同組合員３社と連帯保証）  （同組合員３社と連帯保証）  

 

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。な

お、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2023年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2023年９月30日）

受取手形 －千円 3,079千円

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　一般管理費のうち主要な項目は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日
　　至　2022年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

　　至　2023年９月30日）

給料手当 149,118千円 137,602千円

賞与引当金繰入額 35,400千円 28,010千円

退職給付費用 3,707千円 5,042千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

現金及び預金 1,393,417千円 1,212,426千円

現金及び現金同等物 1,393,417千円 1,212,426千円

 

 

 

 

（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月24日

定時株主総会
普通株式 73,317 50 2022年３月31日 2022年６月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月29日

定時株主総会
普通株式 73,317 50 2023年３月31日 2023年６月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収入及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３ 輸出 輸入 国際 倉庫

営業収入         

外部顧客への営業収入 1,332,506 2,581,304 6,367,740 29,760 60,217 10,371,528 － 10,371,528

セグメント間の内部営

業収入又は振替高
－ － － － 1,320 1,320 △1,320 －

計 1,332,506 2,581,304 6,367,740 29,760 61,537 10,372,848 △1,320 10,371,528

セグメント利益又は損失

（△）
△30,081 △1,715 220,484 27,936 3,974 220,598 － 220,598

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、船内荷役、その他の事業を含んで

おります。

２．調整額△1,320千円は、セグメント間取引消去額であります。

３．セグメント利益又は損失（△）の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収入及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３ 輸出 輸入 国際 倉庫

営業収入         

外部顧客への営業収入 1,251,158 2,522,441 3,770,721 27,000 60,667 7,631,988 － 7,631,988

セグメント間の内部営

業収入又は振替高
－ － － － 1,320 1,320 △1,320 －

計 1,251,158 2,522,441 3,770,721 27,000 61,987 7,633,308 △1,320 7,631,988

セグメント利益又は損失

（△）
△46,957 △27,431 129,618 24,703 5,919 85,852 － 85,852

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、船内荷役、その他の事業を含んで

おります。

２．調整額△1,320千円は、セグメント間取引消去額であります。

３．セグメント利益又は損失（△）の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

（単位：千円）

 報告セグメント その他

（注１）
合計

 輸出 輸入 国際 倉庫

一時点で移転され

るサービス
1,260,078 2,415,640 6,367,740 － 60,217 10,103,676

一定期間にわたり

移転されるサービ

ス

72,427 165,664 － － － 238,092

顧客との契約から

生じた収益
1,332,506 2,581,304 6,367,740 － 60,217 10,341,768

その他の収益 － － － 29,760 － 29,760

合計 1,332,506 2,581,304 6,367,740 29,760 60,217 10,371,528

（注１）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、船内荷役、その他の事業を含ん

でおります。

（注２）セグメント間取引を消去した金額で記載しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

（単位：千円）

 報告セグメント その他

（注１）
合計

 輸出 輸入 国際 倉庫

一時点で移転され

るサービス
1,185,633 2,328,453 3,770,721 － 60,667 7,345,475

一定期間にわたり

移転されるサービ

ス

65,525 193,987 － － － 259,513

顧客との契約から

生じた収益
1,251,158 2,522,441 3,770,721 － 60,667 7,604,988

その他の収益 － － － 27,000 － 27,000

合計 1,251,158 2,522,441 3,770,721 27,000 60,667 7,631,988

（注１）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、船内荷役、その他の事業を含ん

でおります。

（注２）セグメント間取引を消去した金額で記載しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

１株当たり四半期純利益 168円11銭 151円10銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 246,142 221,462

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
246,142 221,462

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,464 1,465

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年11月９日

トレーディア株式会社

取締役会　御中

 

協立神明監査法人

神戸事務所

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 岡田　憲二

 

 業務執行社員  公認会計士 水山　雅稔

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているトレーディア株

式会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から2023年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、トレーディア株式会社及び連結子会社の2023年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

 

 

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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